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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

１ 今村 謙作議員 １ 空き家対策につい 

 て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市営住宅の入居条

件について 

（１）市内の空き家の現状、及び、空き家の把握はされているか。 

 

（２）「放置空き家」対策法が成立したが、伊佐市においてなんらかの対

策は。 

 

（３）空き家対策法案と固定資産税の関係について。 

 

（４）空き家の除去、まだ活用できる空き家の有効利用は。 

 

（５）今後、伊佐市としての取組は。 

 

 

（１）市営住宅と空き家対策との連携は。 

 

（２）空き家を市営住宅として整備し、市営住宅から空き家への入居を

図るなど、優遇措置の考えは。 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

２ 畑中 香子議員 １ 医療制度問題につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 災害対策について 

 

 

 

 

 

３ 時報のサイレン吹

鳴について 

 

 

 

 

４ 湯之尾・築地線の

歩道延長について 

（１）政府が閣議決定した「骨太の方針 2015」によると「財政健全化」

を口実に社会保障費の伸びを毎年 3,000 億円から 5,000 億円規模で

削減する方針が盛り込まれている。医療、介護、年金、生活保護等

について「適正化」の名のもとに大幅な社会保障切捨てが進められ

るおそれがあるが、市民生活を守る対策が求められるのではないか。 

 

（２）低所得者への国保負担軽減策を盛り込んだ 1,700 億円の補助が本

年度から実施されるが、本市の国保財政へどのように反映されるの

か。 

 

 

（１）台風 15 号による被害で浮き彫りになった問題点・課題とその対策

は。 

 

（２）川内原発が再稼働したが、原発事故による災害への対策は。 

 

 

（１）サイレン吹鳴について「音がうるさい」「戦時中を思い起こさせる」

「犬が鳴いて困る」等、向きや場所によって住民に不快な思いをさ

せている場合があるが、順次、メロディーに替えていくべきではな

いか。 

 

 

（１）湯之尾・築地線の歩道のない部分について、共同浴場へ通う高齢

者や、通学中の子どもにとって危険であり、改善が求められるが、

対策を検討せよ。 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 

 

 

 

 

 

市   長 

 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

３ 福本千枝子議員 １ 人口維持対策はど

うすればいいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 空き家住宅の対処

について 

（１）先日第４回伊佐市総合振興計画審議会が開催された。日経ＢＰ社

（コンサルタント）の分析によると、「伊佐市まち・ひと・しごと創

生総合戦略」の柱は、人口の現状維持と若い世代が魅力を感じるま

ちづくりが必要とあった。まちづくりには次の５つの柱がキーワー

ドであると説明された。 

 

 ア．交流人口を増やし、人の流れをつくる。定住人口を増やすこと。 

  （曽木の滝公園・忠元公園・十曽公園等の過ごし方） 

 イ．教育環境の整備が必要。（市内高校の魅力の情報発信等） 

 ウ．６次産業化の推進。（今後の考え方について） 

 エ．健康づくり、スポーツの推進。（健康寿命をのばすには） 

 オ．楽しむこと。（若い世代が残る為には、楽しむ場所の確保） 

 

   この事を受け、審議委員からの提案が出てくると思うが、市長、

教育長の見解を伺う。 

 

全国的に空き家住宅、特に危険家屋と証される廃屋が問題となり、強 

制的に解体する自治体もある。そこで、 

 

（１）本市の空き家住宅、長く放置された危険家屋等はどの位あるのか。 

 

（２）固定資産税の納入状況は。解体費用の助成は。解体後の固定資産

税の評価は。 

 

（３）県内の自治体では空き家バンク制度があり、情報発信しているが、

本市でも取り組めないか。このことも定住促進につながると考える

が。 

市   長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

４ 森山 良和議員 １ 小規模校存続に向

けての活路とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 住宅環境の整備で

地域活性化を 

（１）地域コミュニティが形成されている現在、地域にとって小学校は

必要不可欠な存在であり、小学校の再編は考えられない。しかし、

児童数減に伴い小規模校の存続が将来危惧される所が出てくると思

われる。伊佐市の小学校のあり方について考えを伺いたい。 

（２）小規模校存続に向けては様々な議論の上、地域との関わりを重要

視し、対策を講じなければならない。その対策の一つとして、特認

校制度の導入が考えられる。今後、必要と思われる小学校への導入

を検討する考えはないか。 

（３）特認校制度の導入を行った場合、子どもたちが通いたいと思える

学校、保護者たちが通わせたいと思える学校づくりにも力を入れな

くては、特認校としての魅力を発信できない。数年の存続で終わる

ことがないよう、地域の理解・協力、また行政支援などが必要だと

思う。教育からはじまる地方創生を全国に発信できるような施策は

考えられないか。 

（４）学校存続が地域存続になる。地域との連携や学校の魅力を伝える

ために、小規模校児童増対策委員会などの支援チームを作る考えは

ないか。また、若い人たちが住む環境の整備や、特認校として幼児

学級の併設を行うなど、将来の伊佐市の人口増対策にもつなげてい

ただきたい。小規模校存続に向けての活路をどのように見出すのか。

考えを伺う。 

 

（１）市営住宅において、若い人たちや子ども世帯の人たちが入居しや

すいように、住宅設備の新規設置や整備改修及び補助などを行う考

えはないか。また、市中心部以外の家に居住した場合の入居補助、

市外からの入居補助等を行うことはできないか。 

（２）空き家対策との連携を視野に入れながら、住宅環境の整備を行う

ことが地域活性化策の一つになるのではと期待する。市長の考えを

伺いたい。 

市   長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

５ 山下 和義議員 １ 特別支援学校の設

置について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 台風被害対策につ

いて 

この事は平成 25 年第２回定例会で質問いたしましたが、再度質問いた 

します。市長も御存知のとおり、伊佐市内から障害を持っているたくさ 

んの児童生徒が、出水市にある養護学校に通学しております。ただ、27 

年度に入り、大雨や台風被害により国道 447 号が通行止めになり、今ま 

で以上に通学時間がかかり、子どもたちや保護者の負担になっています。 

 

（１）市長に通行止め等の連絡が入ったのはいつなのか。 

 

（２）市長、教育長はこの通行止めにより養護学校に通う児童生徒の負

担が増える事について、どのように感じられたか素直な御見解をお

伺いしたい。 

 

（３）伊佐市と湧水町からの通学者等を考えると、伊佐市として行政主

導で特別支援学校の設置を鹿児島県に働きかける時期に来ていると

思うが、どうか。 

 

今回の台風は、今までに経験したことのない強い風で、被害が甚大で 

ある。 

（１）わかる範囲で良いので、被害の状況をお聞きしたい。 

 

（２）農家等のハウス等被害が甚大な方々がいる。特別な支援ができな

いか。また、鳥獣対策のネット等が被害にあっている。今から収穫

期を迎える。早めの対策をお願いしたい。 

市   長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

６ 諏訪 信一議員 １ 土曜いきいき講座

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ プレミアム商品券

の評価について 

 

 

 

３ マイナンバー制度

について 

伊佐市の土曜いきいき講座が始まって２年目を迎えました。これまで 

の成果、今後の課題について伺いたい。 

（１）「基礎基本講座」と「教養講座」が設けられていると思うが、各学

年、各講座、何名の参加なのか。募集定員があったが、希望した児

童生徒はどのくらいだったか。１年間取組んでみて、学習態度や学

習意欲の変化、英検コースやパソコンコースの成果等、生徒たちの

様子を伺いたい。 

 

（２）菱刈庁舎での開講となっているが、遠くて行くことが難しい生徒

たちはいないのか、いる場合、大口地区でも行えないのか。 

 

（３）現在の「基礎基本講座」は中学生が対象だが、小学校の基礎基本

が身についていないと積み重ねは難しくなってくる。小学校５、６

年生向けの基礎基本講座もあると子どもたちの学力向上につながる

と考えるが、開講できないのか。 

 

 

 多くの商店で使えるプレミアム商品券が大好評で、２日間で完売した 

と聞きました。 

（１）今回の販売方法や１人当たりの購入セット数は適切だったのか。 

 

 

 2016年１月から制度が始まるマイナンバー制度。10 月に一人ひとりに 

12桁の番号が割り当てられる。 

（１）伊佐市として、個人情報を守るための対策について伺いたい。 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

７ 左近充 諭議員 １ 鳥獣被害対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 新規需要米につい

て 

（１）イノシシ・シカ・サルの捕獲状況は。 

 

（２）被害状況は。 

 

（３）サル・イノシシ駆除等の打ち合わせは。（さつま町） 

 

（４）シカの捕獲に大型柵わなを。 

 

 

 

（１）飼料用稲（ＷＣＳ）の栽培面積は。 

 

（２）販路等は。 

 

（３）飼料米の栽培面積は。 

 

（４）販路等は。 

 

（５）飼料米を専用品種で出来ないか。 

 

（６）新規需要米どうしの団地化はできないか。 

 

（７）今後どのように進めていくか。 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

８ 沖田 義一議員 １ 広葉樹林の立ち枯

れについて（カシノ

ナガキクイムシ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ボランティアガイ

ドの育成・活用につ

いて 

（１）６月頃から、広葉樹林の立ち枯れが多く見られるが、原因につい

て伺いたい。 

 

（２）伊佐市の被害面積について伺いたい。 

 

（３）被害が拡大しないようにする対策について伺いたい。 

 

（４）土砂の流失、水源への影響、鳥獣被害等の拡大等の発生及び対策

について 

 

 

 

（１）曽木の滝及び曽木発電所等で、伊佐市の普及宣伝等に頑張ってい

らっしゃるボランティアガイドの方々を、どのように評価している

のか伺いたい。 

 

（２）現在１５名のボランティアガイドの方がいらっしゃるが、高齢化

が進んでいる。ガイドの育成が急務であると思っているが。 

 

（３）観光拠点施設を、事務所、休憩所として活用していたが、現在で

は狭くなり、また、防犯上の関係から使用しづらくなっている。事

務所兼休憩所が必要ではないか。 

 

（４）色々なことでボランティアガイドを活用して使ってほしい。例え

ば、小中高校の遠足、農家民泊の方々のガイド等々。 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

９ 緒方 重則議員 １ 旧大口育成牧場の

現状について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 夢さくら館の施設

利用について 

（１）施設・環境整備の進捗状況について 

   ５か年計画による造成工事などの基本施設工事、農業用施設や畜

舎の整備、家畜排せつ物の処理施設等の整備は、計画に基づいて進

められているのか伺う。 

 

（２）河川の汚濁の影響について 

   検査の現状、数値など、市の見解を伺う。 

 

（３）畜産クラスター事業について 

   酪農施設整備事業（牛舎・搾乳施設・排水処理施設）の取組につ

いて伺う。 

 

 

（１）10 月 1 日から株式会社カミチクが指定管理者として運営していく

ことに、大いに期待しているが、駐車場等の環境整備について 

以前から改善の余地がある旨の意見が多く聞かれるが、出入り口

の改修工事など取り組む考えはないのか。 

 

（２）周辺自治会との関わりについて 

   施設周辺の自治会でも期待は大きく、様々な取組を提案できれば

と準備されているが、市の対応について伺う。 

    

 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

１０ 鶴田 公紀議員 １ 河川対策について 

 

 

 

 

２ 舗装依頼について 

 

 

 

３ 休校と学力テスト

について 

 

 

 

４ 原発について 

（１）堆積の浚渫（災害未然防止対策）計画について 

 

（２）自然と親しむ対策について 

 

 

（１）グラウンド橋から園田橋の両岸を、ウォーキングやジョギングコ

ースのための舗装はできないか。 

 

 

（１）休校の基準と閉校基準及び開校基準等々について 

 

（２）学力テストの結果について 

 

 

（１）川内原発再稼働に伴う避難先に指定されているが、妥当と思われ

るか。 

市   長 

 

 

 

 

市   長 

 

 

 

市   長 

教 育 長 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

１１ 柿木原榮一議員 １ マイナンバー（共

通番号）の問題点に

ついて 

（１）広報いさ８月号に「マイナンバー制度」について掲載されたが、

改めてメリット、デメリットをお願いしたい。 

 

（２）住基ネットの住基カードは、「自治事務」で、個人番号カードは、

「法定受託事務」と法定化されている。12桁の個人番号が付番され、

「通知カード」により「登録世帯」単位に「簡易書留」で通知され、

個人番号カードの申請書も同封される。初年度伊佐市はどのくらい

配達できるのか。その時点で多くの問題が発生するが、その対策は

どうするのか。 

 

（３）初めて、法人にも 13桁の番号が付けられる。強制付番と任意付番

があるが、これには伊佐市としてどのくらい関与されるのか。 

 

（４）６月１日に明らかになった、日本年金機構から大量の年金データ

流出事件があった。「マイナンバー制度」は、個人情報流出の可能性

が年金機構以上に出てくる可能性があるが、伊佐市としてどのよう

な考えか。ちなみに、８月 22 日の新聞では、政府はマイナンバーと

基礎年金番号と結びつける作業は、当面延期することとしている。 

 

（５）2019年３月までの３年３か月で 8700万枚発行するとのことである

が、2016 年１月から 2017 年３月までは、1500 万枚の無料交付を計

上しているが、2017 年４月からも無料なのか。 

 

（６）個人番号カードを紛失した場合の再発行、紛失の届けの順序はど

うなるのか。 

 

（７）社会保障・税番号制度に係る情報システムの全体像が示したもの

があるが、地方公共団体情報システム機構の平成 27 年 10 月５日付

番開始に支障はないのか。 

市   長  
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

   

 

 

 

 

 

２ 全国の自治体では

「公共施設等総合管

理計画」を策定し、

いろいろなマネジメ

ントなどの手法を用

いた公共施設の再編

が行われているが、

伊佐市の場合は。 

（８）平成 29年１月以降順次サービス開始予定の「マイポータル」の説

明と内容・範囲について教えてほしい。 

 

（９）マイナンバー番号の不提出者がいたらどのような対応をすればい

いのか。 

 

（１）公共施設の役割をどのように思っているのか。 

 

（２）昨年４月、総務省が全国の自治体に要請した「公共施設等総合管

理計画」の策定に伊佐市は今年９月議会に提出された公共施設等総

合管理の意義を現状分析、計画策定をどう考えておいでか。 

 

（３）伊佐市の内部でどの課が担当し、どの課が進めていくのか。流れ

はどうなるのか。また、交付金の関係も説明願いたい。 

 

（４）普通財産、行政財産の考え方について、管理の課が複数になり、

合意形成が分からなくなる点があるので、縦割り組織の構造上聞き

たい。 

 

（５）公共施設等総合管理で平成 27 年、固定資産台帳の整備になるが、

公共施設を巡る環境は大きく変わってきているが、留意されている

ことは何か。 

 

（６）平成 28年予定の債務負担行為の計画策定は。委託業務になるのか。

1,100万円で対応できるのか。 

 

 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

１２ 中村 周二議員 １ 地方創生について 

 

 

 

 

 

２ 交付税の見直しに

ついて 

（１）地方創生本部担当大臣の発言に「まちひとしごと創生には、行政・

議会・住民、総力で取り組むべき」とあります。本市は、空き家対

策、インフラ整備、公共施設の維持管理、学校の統廃合、医療、福

祉、介護等、課題が多岐にわたるが、地方創生はどのように進んで

いるのか伺います。 

 

（１）総務省は学校給食等の交付税を見直すとのこと。 

   今までは自治体が、調理、運搬している場合を根拠としていたが、

民間委託による安価な水準で計算するとあります。このような話が

実際きているのか伺います。 

市   長 

 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

１３ 久保 教仁議員 １ どのような伊佐市

を目指しているの

か。 

（１）地方創生事業『まち・ひと・しごと創生総合戦略』の具体的な政

策が我が市でも進められている。これは端的に言うと現状を踏まえ

て、また、将来を展望した上で「伊佐市をどのように活性化するの

か」「どのような伊佐市を目指すのか」「伊佐市の将来の行方をどの

ように考えるのか」ということにつきると思う。これらについて市

長のお考えを伺いたい。 

 

（２）伊佐を知ってもらい活性化させる交流人口の増加策は。 

  ア 観光施設の現状はどうか。このままでいいのか。 

  イ ビジネスホテルの誘致で、市街地の活性化を。 

  ウ 交流拠点として、十曽青少年旅行村・楠本川渓流自然公園・ひ

しかり交流館・そして今回、カミチクにお願いする夢さくら館につ

いて。 

  エ 滞在型交流拠点として、移住体験住宅の活用で移住者増を。 

 

（３）高校のさらなる充実を。 

市   長  



平成２7 年第 3 回定例会一般質問 

平成２７年９月１５日・１６日・１７日 （16枚のうち15枚目） 

                                    

- 15 - 

順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

１４ 森田 幸一議員 １ 農業振興策につい 

 て 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 台風 15 号による

災害対策について 

（１）当市の集落営農組織や認定農業者、担い手の状況を伺いたい。今

後どのように支援・育成するのか。 

 

（２）国の支援策は平成 27 年度から認定農業者、集落営農組織や新規就

農者に限定した。当市は集落営農組織が少ないのは、設立に経理事

務の一元化等の非常に複雑さが壁になっている。経理事務等を集落

営農組織にかわって行ってくれる機関をつくるよう働き掛けは出来

ないか。 

 

 

（１）被災の状況と被害額、現在の状況について 

    （総務課、建設課、農政課、林務課） 

 

（２）被災集落及び被災者に対する支援について 

 

（３）今後災害に対する対応について 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

１５ 前田 和文議員 １ アスベストによる

疾患と思われる市民

の相談窓口を設けら

れないか。 

 

 

 

 

 

 

２ 各地域の均衡ある

発展につながる施策

が必要ではないか。 

（１）現在、肺疾患の患者数は、どのように把握されているか。 

 

（２）市内の建築現場では、屋根材、壁材、天井材等としてアスベスト

を含んだセメント等を、板状に固めたスレートボード等が多く使用

された。また高度成長期には、多くの市民が様々な職種に出稼ぎに

出かけておられた状況を考えると、隠れた被害にあわれた市民も少

なくないと考える。国が関与する救済制度の周知、相談窓口を設け

られないか。 

 

 

（１）住宅施策は適切であるか。公営住宅の管理、運用など、また需要

を把握した住宅用地の供給などの施策が求められている。見解を伺

いたい。 

 

（２）各小学校の児童数と今後の見通し、複式学級をなるべく作らない

ための施策、また地域との連携をとるための学校・教職員への指導

はどのようになされているか。 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 

 

 

 

教 育 長 

 

 


